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北海道防災教育研究会 地震津波部会 
このプロジェクトは防災教育チャレンジプランに 
指定されています。 
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地震津波防災教育資料 低学年用（１～４Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を考えることができる。
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を考えることができる。

１ 本時の目標 

 
①地震とはどんなもの
だろう？ 

 
→地面がゆれるんだ
よ・・・見てみよう。
地震体験機で体験し
てみよう 

 
 
②地震が起こるとどう
なるのだろう？ 

 
→動けなくなる 
 
 
③地面や建物がゆれる
とどんなことがおこ
るのだろう？ 

 
→棚が倒れる 
 （Ｐ１イラスト） 
 （動画） 
→食器が割れる 
 （Ｐ１イラスト） 
→家が壊れる 
 （Ｐ１写真） 
→看板が落ちる 
 （Ｐ１イラスト） 
→自動販売機が倒れる

２ 本時の展開(1) 

 
これ以外には･･･ブロック塀が倒れてくる、ビルの窓ガラスが割れて降ってくる、土砂崩れがお
きる、停電がおきる、水道・ガスが使えなくなる 等 
地震体験機：取っ手をつけたコンパネを、塩化ビニルパイプ数本の上に載せて、揺らせるように

したもの 

３ 参考 

家が倒れる 
1993 年釧路沖地震
の強い揺れで一階
がつぶれた家 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を考えることができる。
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を考えることができる。

１ 本時の目標 
 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を考えることができる。
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を考えることができる。

１ 本時の目標 

食器棚が倒れ、食器
が落ちてくる 
割れた食器を踏み
つけると大怪我を
する 

看板が落ちてきた
り、自動販売機が倒
れる 
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地震津波防災教育資料 低学年用（１～４Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を考えることができる。
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を考えることができる。

１ 本時の目標 

 
③地面や建物がゆれる
とどんなことがおこ
るのだろう？ 

 
→火事が起きる 
 （Ｐ２写真） 
→地面が割れる 
 （Ｐ２写真） 
 
 
④地震が起きたらどう
すればいいのだろ
う？ 

 
→テーブルや机にもぐ
る 
→塀や建物から離れる
→戸や窓をあける 
→靴を履いて逃げる 
→火を消す 

２ 本時の展開(2)

 
避難の際には、ガラスの破片等に気をつけること、停電が起きて真っ暗かもしれないことにも注
意する。 
 

３ 参考 

テーブルや机にもぐる・塀や建物から離れる・

戸や窓をあける・靴を履いて逃げる・火を消す

大火事となること
もある 

地面が隆起・陥没
し、道路がぐにゃぐ
にゃになることも
ある 

揺れの小さい内に 
大事な頭を守りましょう
塀ではブロック塀が倒れやすい 
崖崩れが起きるかもしれない

扉がゆがんで閉じこめられるかもしれない 
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地震津波防災教育資料 低学年用（１～４Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を考えることができる。
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を考えることができる。

１ 本時の目標 

 
⑤地震が起きたら津波
が襲ってくることが
あります 

 
⑥津波とはどんな物だ
ろう？ 
→海の水が襲ってくる
 （Ｐ３イラスト） 
 （Ｐ３写真） 
 

２ 本時の展開(3) 

 
「ツナミ」という言葉は世界で使われています。 
津波は周期が長く水の量が通常の波よりずっと多いため、数十センチの高さでも人を押し流して
しまう力があります。 

３ 参考 

海水浴のときの波
とは違い、高さ、速
さ共に何倍～何十
倍にもなる 
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地震津波防災教育資料 低学年用（１～４Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を考えることができる。
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を考えることができる。

１ 本時の目標 

 
⑦津波に襲われるとど
うなるのだろう？ 
→おぼれて死ぬ 
→家が壊れる 
 （Ｐ４写真） 
→色々な物が流される
 （Ｐ４写真） 
 
⑧津波から逃げるには
どうすればいいのだ
ろう？ 
→高い場所に逃げる 
 （Ｐ４イラスト） 
→丈夫な建物の高いと
ころに逃げる 
→津波警報や注意報が
解除になるまで戻ら
ない 

 
⑨地震や津波の時に身
を守る方法をまとめ
る 
 ④、⑧の再確認 
 ･･･命を大切に 
 

２ 本時の展開(4)

 
デマに惑わされないようにしましょう。気象庁が発表する津波警報や注意報が発表されていると
きは決して海に近づかないようにしましょう。 
 デマ例：津波は必ず海がひくことからはじまる 等 
 

３ 参考 

海岸の近くに家が
あるときは、家ごと
津波にさらわれる
こともある 

大きな津波では電
柱の高さ以上にな
る場合もある

高台など高いところへ走ってにげる 
丈夫な建物の高い階へにげる 
大人の言うことを聞いてにげる 
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地震津波防災教育資料 中学年用（５～８Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を知ることができる。 
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を知ることができる。 

１ 本時の目標 

 
①地面や建物がゆれる
とどんなことがおこ
るのだろう？ 
それから身を守るた
めにどんなことをす
ると良いのだろう 

 
家→棚が倒れる 
（Ｐ５イラスト） 
（動画） 

：机やテーブルの下に
もぐる 

 
家→家が壊れることが
ある 
 （Ｐ１写真） 
：ドアを開けて逃げ道
を作る 

 
家→火事が起きる 
 （Ｐ２写真） 
：ストーブやコンロの
火を消す 

 
家→ガラスが割れる 
：あわてて外に飛び出
さない・靴を履いて
避難する 

 
外→看板がおちる 
 （Ｐ５イラスト） 
：建物から離れる 
 
外→自販機が倒れる 
：自販機から離れる 

２ 本時の展開(1) 

 
身の守り方は、その場の環境などによって異なるので、臨機応変に対応できるように様々な危険
について考えると良い。 

３ 参考 
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地震津波防災教育資料 中学年用（５～８Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を知ることができる。 
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を知ることができる。 

１ 本時の目標 

 
②①をゆれているとき
にすることと、ゆれ
が小さくなってから
することに分けよう

 
ゆれているときには 
・机やテーブルの下に
もぐる 
・建物から離れる 
・外に飛び出さない 
・靴を履いて避難する
・自販機から離れる 
・学校では机の下に隠
れる 

 
ゆれが小さくなってか
らすること 
・ストーブやコンロの
火を消す 
・ドアを開けて逃げ道
を作る 
・学校では先生や放送
の指示を聞いて避難
する 

 
③学校では避難する場
所が決まっている。
家の人とも避難する
場所を話し合ってお
く 
④地震が起きたときに
すぐ避難できるよう
に、学校や身のまわ
りであぶない場所を
書き入れよう 

２ 本時の展開(2)

 
市町村によってはハザードマップを公開・配布しているので利用すると良い。 

３ 参考 

教室（テレビの近くなど）・図書室 
・理科室・窓のそば・玄関 
 
店の看板・塀・がけ・ビル・川べり 
 
食器棚・タンス・冷蔵庫・テレビの近く 

走らない 
前の人を押さない 
おしゃべりをしない 

２００５年度防災教育チャレンジプラン

２００５年度防災教育チャレンジプラン



地震津波防災教育資料 中学年用（５～８Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を知ることができる。 
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を知ることができる。 

１ 本時の目標 

 
⑤地震が起きたら津波
が襲ってくることが
あります 
津波とはどんなもの
だろう？ 

 
→海の水が襲ってくる
（Ｐ３イラスト） 
（日本海中部地震の
映像） 

→おぼれて死ぬ 
→家が壊れる 
→色々な物が流される
 
説明： 
・海岸に近づくと急に
大きな波になる 
（Ｐ７図） 

２ 本時の展開(3) 

 
津波予報区は、北海道沿岸では次の６つに分かれています。 
・北海道日本海沿岸北部  ・北海道日本海沿岸南部  ・北海道太平洋沿岸西部 
・北海道太平洋沿岸中部  ・北海道太平洋東部    ・オホーツク海沿岸 

３ 参考 

２００５年度防災教育チャレンジプラン

２００５年度防災教育チャレンジプラン



地震津波防災教育資料 中学年用（５～８Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震の現象やそれが引き起こす災害を知り、地震から身を守る方法を知ることができる。 
○ 津波の現象やそれが引き起こす災害を知り、津波から身を守る方法を知ることができる。 

１ 本時の目標 

 
説明： 
・津波は川をさかのぼ 
 る 
 （ビデオ） 
・津波は何度も押し寄
せる 
・津波は海水が引くこ
とからはじまること
もある 
 （Ｐ８写真） 
・津波が町を飲み込ん
でしまったことがあ
る（青苗のビデオ）
⑥津波から逃げるには
どうすればいいのだ
ろう？ 
→高い場所に逃げる 
 （Ｐ７イラスト） 
→丈夫な建物の高いと
ころに逃げる 
 （Ｐ７写真） 
→津波警報や注意報が
解除になるまで戻ら
ない 
 （Ｐ７図） 
⑦津波の時に逃げる場
所を考える 
 （Ｐ８に記入） 
⑧家族の避難場所を考
える 
 （Ｐ８に記入） 
⑨地震が起きたとき
は、すぐに避難する
ことが大切であるこ
とをまとめる 

２ 本時の展開(4)

 
海から離れる 神社 学校 旅行村 

 
それぞれ記入 

 
平成１５年（２００３年）十勝沖地震で発生した津波は、十勝川を河口から１０km以上遡上し
た。 

３ 参考 

同じ岩 
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地震津波防災教育資料 高学年用（９～１２Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震や津波のメカニズムを知り、それらから身を守る方法を知ることができる。 

１ 本時の目標 

 
①地震を体験したこと
はあるか 
 児童に意見を求める
 例：十勝沖地震など
 
②教室にいるとき地震
におそわれたらどう
したらいいか 
 ○Ｐ５で確認する 
 
③家にいるとき地震お
そわれたらどうした
らいいか 

 ○Ｐ５で確認する 
 
④学校にいるとき地震
におそわれたら、あ
ぶない場所はどこだ
ろうか 

 家の中、外ではどん
なところがあぶない
だろうか 
 ○Ｐ６で確認する 
 
⑤地震におそわれたと
き、ゆれのほかに気
をつけなければなら
ないことは何か 
○津波の映像を見る
（スマトラ沖・北海
道南西沖地震・日
本海中部地震） 

２ 本時の展開(1) 

 
巡視を行い、考えが浮かんでこない児童の支援を行う 

３ 参考 
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地震津波防災教育資料 高学年用（９～１２Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震や津波のメカニズムを知り、それらから身を守る方法を知ることができる。 
 

１ 本時の目標 

 
①地震の大きさはどう
やって表されている
だろうか 

 
 マグニチュード・震
度についてふれる 

２ 本時の展開(2)

 
・１９９３年に体感から計測震度計で測定することになり、震度階級も０～７の８段階から震度
５と６を強弱に分けて１０段階となった 

・震度はマグニチュードとは異なり、観測する地点によって異なる 
・基本的に震源に近いほど震度は大きくなる（地盤等により変化） 

３ 参考 

２００５年度防災教育チャレンジプラン

２００５年度防災教育チャレンジプラン



地震津波防災教育資料 高学年用（９～１２Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震や津波のメカニズムを知り、それらから身を守る方法を知ることができる。 

１ 本時の目標 

 
①どうやって地震はお
きるのだろうか 

 
②どうやって津波はお
きるのだろうか 

 
③ゆれがなくても津波
に気をつけなければ
ならないことがある
 それはどんなときか
 ○津波の映像を見る
 （チリ地震津波） 

２ 本時の展開(3) 

 
太平洋プレートは１年間に約８cm、他のプレートも速さは異なるが年間数 cm移動している 

３ 参考 
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地震津波防災教育資料 高学年用（９～１２Ｐ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○ 地震や津波のメカニズムを知り、それらから身を守る方法を知ることができる。 

１ 本時の目標 

 
①津波の速さはどのく
らいだろうか 

 ○映像を見る（津波
の速さ） 

 
②津波は海岸に近づく
につれて高くなる 
○映像を見る（津波
の高さ） 

 
③津波によって川も危
険な場所になる 
○映像を見る（日本
海中部地震の川津
波） 

 
Ｐ１１から１２を読む
 
④私たちの命の大切さ
を考えさせるよう展開
する 
 
⑤まとめをする 

２ 本時の展開(4)

 
・津波は通り道から影になる陸地があっても、回折して内側まで回りこみ、被害をもたらすこと
がある 
・リアス式の地形などの入り江や岬の先端では、津波の高さは一層高くなる 

３ 参考 

津波が見えてから逃げても間に合わない 
大きな揺れや小さくてもゆっくりした揺れを感じ
たら直ぐに避難する 

海岸で強い揺れや小さくてもゆっくりした揺れを感
じたら、周囲の人にも声をかけてすばやく避難する。
 
間違ったことを見たり聞いたりしたら、注意する 
地域の人と協力する 
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